
久

代

要

害

に

つ

い

て

田

日

中
世
を
読
む
会
発
足
以
来
、
今
年

（平
成
二
年
）
で
満
四
年
、
当
初

一
年
続
け
ば

い
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
が
、
熱
心
な
参
旗
者
の
お
陰
で
現
在
も
続
い
て
い
る
。

『
山
内
首
藤
家
文
書
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
毎
月
第
二
金
曜
日
の
夜
、
中
央
公
民
館

に
集

っ
て
は

一
通
、　
一
通
読
み
進
め
て
行
く
。　
一
日
に
三
、
四
通
こ
な
す
こ
と
も
あ

る
が
、
せ
い
ぜ
い
二
通
が
限
度
で
あ
る
。
時
に
は
、
文
書
の
内
容
、
解
釈
を
め
ぐ
っ

て
議
論
百
出
、　
一
歩
も
前
進
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
こ
に
そ
の
成
果
の

一
端
を
被
鷲
し
て
み
よ
う
。

『
山
内
首
藤
家
文
書
』

一
二
額
号

曲
名
宗
全

（持
豊
）
書
状

今
度
於
久
代
要
害
合
戦
之
時
宜
、
備
後
守
注
進
候
、
大
慶
此
事
候
、
於
今
者
、
外

郡
之
儀
も
悉
落
居
候
哉
、
日
出
候
、
一
向
依
奔
走
如
此
候
、
忠
節
無
是
非
候
、
弥
己

後
之
儀
毎
々
無
油
断
被
致
調
法
候

ハ
ゝ
肝
要
候
、
備
後
守
国
之
儀
可
為
無
案
内
候

不
残
心
底
被
加
意
見
、
被
申
合
侯

ハ
ン
事
可
然
候
、
其
由
備
後
守
方

へ
も
串
下
候

返
々
済
々
御
陣
神
妙
之
至
候
　
恐
々
謹
言

八
月
甘
四
日
　
　
　
むホ
全

（花
押
）

之

由
内
新
左
衛
問
尉
殿

（書
き
下
し
文
）

今
度
久
代
要
害
に
於
る
合
戦
の
時
宜
、
備
後
守
注
進
候
、
大
慶
此
事
に
候
、
今
に

於
で
は
、
外
郡
の
儀
も
悉
く
落
居
候
哉
、
目
出
候
、　
一
向
奔
走
に
依
で
此
の
如
く

に
候
、
忠
節
是
非
無
く
侯
、
い
よ
い
よ
己
後
の
儀
毎
々
油
断
無
く
調
法
致
さ
れ
候
は
ば

肝
要
に
候
、
備
後
守
国
の
儀
無
案
内
た
る
べ
く
候
、
心
底
残
さ
ず
意
見
を
加
え
ら

れ
、
申
合
さ
れ
候
は
ん
事
然
る
べ
く
候
、
其
由
備
後
守
方

へ
も
申
下
候
、
返
す
返

す
済
々
の
御
陣
神
妙
の
至
り
に
候
、
恐
々
謹
言

署
判
者
の
「
宗
全

」
は
、
応
仁

の
乱

の

一
方

の
立
役
者
山
名
持
豊
入
道
宗
全
、

充
所
の
「
盤
内
新
左
衛
門
尉

」
は
備
後
国
恵
蘇
郡
甲
山
城

（庄
原
市
本
郷
）
の
曲
内

豊
成
、
す
な
わ
ら
、

「
山
内
首
藤
家
文
書
』
を
伝
え
た
備
後
山
内
家
第
八
代
の
当
主

で
あ
る
。

文
書
の
内
容
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
難
か
し
い
も
の
で
は
な
い
。

「
今
度
の
久
代
要
害
合
戦
の
御
様
子
、
備
後
守

（備
後
守
護
代
宮
露
教
言
）
よ
り

-27-



の
報
告
で
承
知
し
た
。
味
方
勝
利
と
の
こ
と
で
溝
足
で
あ
る
。
こ
れ
で
備
後
外
部

の
敵
は
ほ
ぼ
平
定
で
き
た
で
あ
ろ
う
、
め
で
た
い
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
貴
殿
の

御
奔
走
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
山
名
家
に
対
す
る
御
忠

節
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
御
油
断
な
く
敵
に
備
え
ら
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

私
の
守
護
代
備
後
守
は
、
備
後
の
様
子
に
う
と
い
だ
ろ
う
か
ら
、
貴
殿
の
お
考
え

は
つ
つ
み
か
く
さ
ず
、
意
見
を
言
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
。
備
後
守
と
共
に
構
後
の

経
略
を
進
め
て
く
れ
れ
ば
本
望
だ
。
こ
の
こ
と
備
後
守

へ
も
伝
え
て
お
く
。
返
す

返
す
も
た
び
た
び
の
鶴
鶏
陣
、
有
難
く
思
っ
て
い
る
」

つ
ま
り
、
応
仁
の
乱
に
於
け
る
山
内
豊
成
の
活
躍
を
西
軍
の
主
将
で
備
後
守
護
の

曲
名
宗
全
が
賞
し
た
も
の
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
文
中
の
「
久
代
要
害

」
の
位
置

で
あ
る
。

「広
島
県
史
』
通
史
編
中
世
で
は
、
こ
の
文
書
を
文
明
三
年
の
も
の
と
し
、
「
久
代
要

書

」
を
久
代
富
氏
の
本
拠
、
比
婆
郡
東
城
町
久
代
の
比
田
山
城
に
比
定
し
て
い
る

（
Ｐ
四
五
三
）
。

し
か
し
、
読
み
進
め
て
行
く
う
ち
に

一
つ
の
矛
盾
に
突
き
当

っ
た
の
で
あ
る
。

も
し
、

「
久
代
要
害

」
を
比
婆
郡
東
城
町
久
代
の
比
田
山
城
に
比
定
す
る
と
、
そ

の
後
に
続
く
「
今
に
於
て
は
外
郡
の
儀
も
悉
く
落
居
候
哉
、
日
農
侯

」
の
文
意
が
通

じ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
比
田
山
城
の
あ
る
比
婆
郡
東
城
町
は
、
旧
備
後
国
奴
可
郡

東
部
に
あ
た
り
、
備
後
を
外
部
と
内
郡
に
分
け
た
場
合
、

「
内
郡

」
に
属
す
こ
と
が

畿
明
だ
か
ら
で
あ
る
。

外
郡
と
内
部
に
つ
い
て
は
、

「
福
曲
市
史
』
上
巻
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
室
町

時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
地
域
呼
称
で
、
億
後
北
部
の
諸
郡
、
恵

蘇
、
奴
可
、
三
吉
、
三
谷
、
三
上
、
神
石
、
甲
奴
の
諸
郡
を
「
内
部

（
う
ち
ご
お
り
）

と
呼
び
、
沿
岸
部
の
諸
郡
、
御
調
、
濃
隈
、
深
津
、
安
那
、
品
治
、
芦
田
、
世
羅
の

鰭
郡
を
ま
と
め
て
「
外
郡

（
そ
と
ご
お
り
）

」
と
呼
ん
だ
。

こ
の
場
合
、
奴
可
郡
は
内
部
で
あ
り
、
内
郡
に
位
置
す
る
久
代
比
田
山
城
合
戦
の

勝
利
を
、

「
こ
れ
で
外
部
の
儀
も
悉
く
平
定
で
き
た
よ
う
だ
、
う
れ
し
い
」
と
宗
全

が
喜
ぶ
の
は
、
ち
ょ
っ
と
不
自
然
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
参
加
者
諸
氏
の
御
意

見
で
あ
っ
た
。

確
か
に
そ
う
で
あ
る
。
私
自
身
、
こ
の
文
書
に
鶏
会

っ
て
も
う
十
数
年
に
な
る
が
、

「
久
代

」
と
言
え
ば
、
比
婆
郡
東
城
町
久
代
と
思
い
込
ん
で

一
度
も
疑
間
を
持

っ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
文
書
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
「
久
代
要
書

」
は

備
後
「
外
部

」
に
存
在
し
た
こ
と
は
明
自
で
、

「
久
代

」
の
地
名
も
、
山
城
跡
も
御

調
、
沼
隈
、
深
津
、
安
那
、
品
治
、
芦
置
、
世
羅
の
諸
地
域
で
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
疑
間
が
出
さ
れ
た
の
は
い
つ
の
中
世
を
読
む
会
で
あ
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ

た
が
、

「
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
の
通
り
だ
と
」
、
家
路
に
急
ぐ
途
中
、
ふ
と

一
つ
の

仮
説
が
頭
に
浮
ん
だ
。

そ
れ
は
、
こ
の
文
書
の
久
代
要
害
は
、
世
羅
郡
甲
山
町
東
上
原
の
「
久
代
城
跡

」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

甲
山
町
の
中
心
部
か
ら
東
北

へ
約
五
キ
ロ
、
平
野
は
行
き
詰
り
小
さ
な
盆
地
に
入

る
、
こ
こ
が
東
上
原
で
、
道
は
左
右
に
分
れ
、
北
に
行
け
ば
上
下
町
、
西
北
に
進
め

ば
小
童
を
へ
て
甲
奴
町
に
至
る
。
こ
の
西
側
の
小
さ
な
谷
が
「
久
代
谷

」
で
、
小
さ

な
谷
の
中
央
部
に
道
行
く
者
を

へ
い
げ
い
す
る
よ
う
に
そ
び
え
る
小
丘
が
「
久
代
城
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世羅郡甲直1町・久代城跡附近

麟
で
あ
る
。

（図
①
）
。

山
あ
い
の
小
さ
な
谷
な
の
で
、

「
久
代

」
の
地
名
が
ど
の
時
代
ま
で
逆
上
る
の
か
、

若
干
の
不
安
も
あ
る
が
、

「
高
野
曲
文
書
』
に
は
「
久
代

」
の
在
名
を
負

っ
た
土
豪

「．
久
代
二
郎
左
衛
門
尉

」
の
名
前
が
見
轟
さ
れ
、
南
北
朝
時
代
ま
で
逆
上
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。

こ
の
文
書
の
「
久
代
要
害

」
を
世
羅
郡
甲
山
町
東
上
原
の
「
久
代
城
跡

」
に
比
定

し
た
場
合
、
文
書
自
体
の
文
章
も
通
り
易
く
な
る
の
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
史
料

と
も
か
ら
め
て
こ
の
時
期
の
山
内
氏
の
活
動
も
す
っ
き
り
し
た
も
の
に
な
る
。

文
明
初
年
頃
の
山
内
氏
の
活
動
は
、

『
山
内
首
藤
家
文
書
』
に
よ
る
と
次
の
通
り

で
あ
る
。

応
仁
二
年
八
月
二
日
、
山
内
豊
成
、
織
後
小
世
良

（置
羅
郡
甲
山
町
小
世
良
）
に

に
戦
う

（
一
〓

一号
）
。

応
仁
三
年
二
月
十
日
　
同
、
備
後
静
原

（尾
道
市
小
原
町
）
に
戦
う

（
一
一
五
号
）

国
　
年
四
月
十
、
十

一
日
、
国
、
鐘
後
重
氷ヽ
神
上

（世
羅
郡
世
羅
町
重
永
）
に

戦
う

（
一
一
七
号
）
。

文
明
四
年
十

一
月

一
日
　
間
、
大
田
庄
河
筑

（推
羅
郡
甲
山
町
川
尻
）
に
戦
う

貧

二
五
号
）
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
山
内
豊
成
の
活
動
は
、
世
羅
郡
を
中
心
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
も
し
、

「
久
代
要
害
」
を
世
羅
郡
甲
山
町
東
上
原
の
久
代
城
跡
に
比
定
し

て
よ
い
な
ら
ば
、
前
後
の
文
書
と
か
ら
め
て
こ
の
文
書
の
内
容
も
理
解
し
易
く
な
る

の
で
あ
る
。

又
、
比
婆
郡
東
城
町
久
代
は
、
宮
氏
の
庶
流
久
代
宮
氏
の
本
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
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久代城跡 (世羅郡甲山町東上原)中 央右よりの丘

る
が
、
こ
の
時
期
の
宮
氏
は
西
軍
方
と
し
て
活
動
し
て
お
り

（
応
仁
記
、
小
早
川
家

文
書

二
〇
二
号
、
渡
辺
先
祖
覚
書
等
）
、
西
軍
方

の
宮
氏
を
、
同
じ
く
西
軍
方

の
山

内
氏
が
攻
撃
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

こ
の
点
か
ら
も

「
久
代
要
害

」
比
田
山
城

説
は
肯
け
な
い
。

私
は
、
数
年
前
、
実
際

に
甲
山
町
の
久
代
城
跡
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

む
ろ
ん
、
こ
の
文
書
の
研
究
の
た
め
な
ど
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
大
田
荘

の
預
所
と

し
て
権
勢
を
振

っ
た
淵
信

の
足
跡
を
訪
ね
る
の
が
目
的

で
あ

っ
た
が
、
実
地

に
久
代

城
跡
に
登

っ
て
み
て
、
そ
の
規
模

の
小
さ
い
こ
と
に
驚

い
た
こ
と
が
あ
る
。

久
代
城
跡
は
、
谷
に
臨

ん
だ
比
高
三
〇
メ
ー
ト
ル
程

の
尾
根
上
を
空
堀

で
区
し
て

山
城
と
し
た
だ
け
の
非
常

に
簡
単
な
山
城

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
た
び
本
稿
を
書
く
に
あ
た

っ
て
、
こ
の
簡
単
さ
こ
そ
、　
〓

一
四
号

文
書
の
「
久
代
要
害

」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

山
城

の
変
遷
で
言
え
ば
、
応
仁

の
乱
頃

の
山
城
は
、
後

の
戦
国
期
山
城
と
比
較
す

れ
ば
、
お
話
し
に
な
ら
な
い
程

の
簡
単
小
規
模

な
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
点
か
ら
も
、
甲
山
町
の
久
代
城
跡
こ
そ
、
応
仁

の
乱

の

一
小
舞
台

「
久
代
要

害

」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
人

で
文
書
を
読
ん
で
行
く
の
も
面
白

い
も
の
で
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ

で
文
書
を

解
読
し
て
行
く
の
も
け

っ
こ
う
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

二
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
、
で
は
な
い
が
、　
一
人
で
は
解
読
不
能

の
と
こ
ろ
も
意

外

な
ヒ
ン
ト
が
出

て
判

る
こ
と
も
あ
り
、
本
稿

で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
今
ま
で
の

通
説
を
見
直
す
キ

ッ
カ
ケ
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

四
年
目
を
迎
え
た
中
世
を
読
む
会
、
今
後
も
楽
し
く
続
け
て
行
き
た
い
と
思
う
。
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